※全員必ず提出
　    　　 (Form B)
Better Co-being Program



Form Bの書式は変更しないでください。Form Bは全体でA4用紙2ページを超えないようにしてください（図表を含む）。 読みやすい書体、文字サイズ11ポイント以上で記入してください。
　    　　 (Form B)
Better Co-being Program
(Form C)
Guide4AI Program

※全員必ず提出
※必ず提出


Form Bの書式は変更しないでください。Form Bは全体でA4用紙2ページを超えないようにしてください（図表を含む）。 読みやすい書体、文字サイズ11ポイント以上で記入してください。
研究計画書


	氏名
	

	所属教育部
	

	課程・学年
	

	所属講座（分野）
	

	指導教員名
	


（令和8年度4月時点の見込み）

修士論文のタイトル
*修士論文がない場合は、入学前に行っていた研究や、現在行っている研究テーマを書いてください。



修士論文またはこれまでの研究の概要（図表使用も可）






























学術的な成果について:
-国際的な学術誌や書籍に掲載された査読付きの発表論文（In pressを含む）


-国際的な学術誌や書籍に掲載された査読なしの論文（In pressを含む）


-査読付き国際学術誌・書籍に投稿中の論文、または査読後の修正段階にある論文。


-国内または英文以外の雑誌や書籍に掲載された論文


-国際学術会議での発表（口頭発表、ポスター発表を含む）


-国内学術会議での発表（口頭発表、ポスター発表を含む）


-過去5年間の外部研究資金（実施機関名、研究タイトル、期間、金額、および代表者の氏名）。


-その他特筆事項（特許、受賞歴等があれば記載）

※全員必ず提出
※必ず提出
(Form A)


読みやすい書体、文字サイズ11ポイント以上で、Form Aの各欄に記入してください。Form Aの書式は変更しないでください。Form A全体でA4用紙2ページを超えてはいけません（図表含む）。


※全員必ず提出
(Form A)


読みやすい書体、文字サイズ11ポイント以上で、Form Aの各欄に記入してください。Form Aの書式は変更しないでください。Form A全体でA4用紙2ページを超えてはいけません（図表含む）。
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計画している研究のタイトル: 


I. 研究の概要


II. 研究の背景・目的


III. 研究の意義（他の研究分野との学際的融合、Better Co-being社会の構築への貢献の可能性等を含めて記載のこと）


IV. これまでの実験結果











V.　令和8年度の具体的な研究計画











　　<令和8年度研究費支給額:   200,000   円>
　　　執行計画:







VI.　令和9年度以降の具体的な研究計画
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